
 

 

が国の廃棄物の適正処理等に関する知見・経験・技術等を活かし、途上国等における

海洋プラスチックごみの効果的な流出防止に貢献することとしています。加えて、世

界的に海洋プラスチック対策を進めていくための基盤となるものとして、海洋プラス

チックごみの実態把握や科学的知見の充実にも取り組むこととしています。 

② プラスチック資源循環戦略 

第四次循環基本計画の閣議決定を受けて、海洋プラスチックごみ等による環境汚染

が世界的課題となっていること、我が国は国内で適正処理・3R（リデュース、リユー

ス、リサイクル）を率先し、国際貢献も実施する一方、世界で 2 番目の 1 人当たり

の容器包装廃棄量であることやアジア各国による輸入規制が拡大していること等の

課題に対応するため、3R＋Renewable（再生可能資源への代替）を基本原則とした

プラスチックの資源循環を総合的に推進するための戦略「プラスチック資源循環戦略」

を策定しました。 

③ 海岸漂着物対策を総合的かつ効果的に推進するための基本的な方針 

「美しく豊かな自然を保護するための海岸における良好な景観及び環境の保全に

係る海岸漂着物等の処理等の推進に関する法律」が、平成 30 年（2018 年）6 月に

改正されたことを受け、同法に基づく政府の基本的な方針が変更されました。これに

より、内陸域から沿岸域までの流域圏で関係主体が一体となった対策を実施すること、

漂流ごみ等について漁業者等の協力を得ながら処理を推進すること、廃プラスチック

類の排出抑制・持続可能なリサイクル・生分解性プラスチック等の利用を推進するこ

と、マイクロプラスチックの海域への排出を抑制すること、多様な主体の連携を図る

ことなどが新たな取組方針として盛り込まれました。 

イ 個別省庁の取組 

① 環境省（プラスチック・スマートの展開等） 

環境省では上述の全体計画に基づき、様々な海洋プラスチックごみ対策を行いま

した。 

まず、海洋プラスチックごみを含む海

洋ごみの回収・処理や、その発生抑制対

策の推進のため、海岸漂着物等地域対策

推進事業により地方公共団体への財政支

援を行いました。 

また、平成 30 年（2018 年）10 月

より「プラスチック・スマート7」キャン

ペーンを立ち上げ、展開することで、企

業、団体、個人の方々による不必要なワ

                                         
7 「プラスチックスマート Plastics Smart（環境省）」 http://plastics-smart.env.go.jp/ 

プラスチック・スマートの概要図 
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ンウェイプラスチックの排出抑制や分別回収の徹底など、“プラスチックとの賢い

付き合い方”を全国的に推進しています。 

調査に関しては、海岸や沿岸、沖合海域において、マイクロプラスチックを含む

海洋ごみの組成や分布密度、マイクロプラスチックに吸着しているポリ塩化ビフェ

ニル（PCB）等の有害化学物質の量等を定量的に把握するための調査を実施しまし

た。また、平成 28 年（2016 年）5 月の G7 富山環境大臣会合で合意された海洋

ごみに関する 5 つの優先的施策の一つであるマイクロプラスチックのモニタリング

手法の標準化及び調和に向けた調査等を実施しました。 

さらに、海洋流出が懸念されるプラスチック製品の素材転換の社会実装化が急務

であることから、生分解性プラスチック等の代替素材への転換・社会実装を支援す

るため、令和元年（2019 年）度から「脱炭素社会を支えるプラスチック等資源循

環システム構築実証事業」を実施しています。 

② 経済産業省（海洋生分解性プラスチック開発・導入普及ロードマップ ） 

経済産業省では、廃棄物の適切な管理が何より重要であることを前提に、3R の着

実な推進を行い、それでもなお廃棄物が海洋流出するリスクに対応していくため、新

素材・代替素材の技術開発の促進等、イノベーションによる解決で世界への貢献を目

指すことにしています。具体的な取組として、官民一体で連携し、海洋生分解性プラ

スチックの開発・導入普及を促進していくため、海洋生分解性機能に係る新技術・素

材の開発段階に応じて、技術課題はもとより経済面や制度面も含め、今後の主な課題

と対策を取りまとめた「海洋生分解性プラスチック開発・導入普及ロードマップ」を

令和元年（2019 年）5 月 7 日に策定しました。 

海洋生分解性プラスチック開発・導入普及ロードマップ（概要図） 
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